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３３◎主な内容
【特集】田山はスキーと共に（関連２~７㌻）

令和 3 年度健診（検診）のお知らせ（関連８㌻）

スキー大会結果（関連14、15㌻）

◎表紙
田山スポーツ少年団のジャンプ台整備（関連２~７㌻）

児童や保護者、田山小の教員ら約30人が参加。青空の下、児童は「イチ、ニッ」と
声を合わせて雪を踏み固めました。（12月26日、田山スキー場矢神飛躍台）



田
山
に
ス
キ
ー
が
来
た

　
田
山
に
初
め
て
ス
キ
ー
が
持
ち
込
ま
れ

た
の
は
大
正
７
年（
１
９
１
８
）ご
ろ
、
田
山

地
蔵
寺
の
大
里
好
一
氏
が
岩
手
師
範
在
学

中
に
、中
山
峠
越
え
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
式
の
一

本
杖づ
え
ス
キ
ー
で
帰
郷
し
た
の
が
、最
初
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
キ
ー
を
広
め
よ
う
と
大
変
力
を
尽
く

し
た
と
い
わ
れ
る
米
川
権
四
郎
田
山
村
村

長（
明
治
37
～
昭
和
14
年
在
任
）は
、小
さ
い

と
き
か
ら
、雪
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
苦
し
ん

で
い
る
村
の
人
々
の
生
活
を
見
て
、こ
の
雪

を
う
ま
く
利
用
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
４
年
、岩
手
日
報
社
主
催
に
よ
る
県

内
景
勝
地
候
補
地
ス
キ
ー
場
部
門
第
１
位

＝　田山スキー年表　＝
（S:昭和、H：平成） 田山はスキーと共に

に
選
ば
れ
た
の
を
契
機
に
、米
川
権
四
郎
村

長
は
村
を
挙
げ
て
ス
キ
ー
場
開
発
に
努
め

ま
し
た
。

３
つ
の
ス
キ
ー
場
が
あ
っ
た

　
当
時
の
田
山
に
は
、愛
の
山
、竜
ヶ
森
山
、

矢
神
岳
の
３
つ
の
山
に
ス
キ
ー
場
が
あ
り
、

総
称
し
て
田
山
ス
キ
ー
場
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。

　
最
初
に
で
き
た
第
１
ス
キ
ー
場
は
、栗
木

田
付
近
の
愛
の
山
一
帯
の
村
有
放
牧
地
約

１
２
０
㌶
で
、
ジ
ャ
ン
プ
台
や
ヒ
ュ
ッ
テ
、

緩
急
大
小
の
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
竜
ヶ
森
山
一
体
約
千
㌶
の
放

牧
地
で
、
ゲ
レ
ン
デ
の
広
さ
は
、
当
時
東
北

で
有
数
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。昭
和

９
年
に
は
、こ
の
第
２
ス
キ
ー
場
に
札
幌
大

な
ぜ
、
田
山
は

　
ス
キ
ー
の
ま
ち
に

県
北
の
秋
田
県
境
に
位
置
す
る
田
山
地
区
は
ス
キ
ー
の
盛
ん
な
地
域
で
す
。
１
９
９
２

年
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

三
ヶ
田
礼
一
選
手
な
ど
、
数
多
く
の
有
望
な
選
手
を
生
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
田
山
に
ス

キ
ー
が
持
ち
込
ま
れ
、
ど
う
や
っ
て
根
付
い
て
い
っ
た
の
か
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

倉
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
に
次
い
で
本
州
随
一
を

誇
っ
た
60
㍍
級
ジ
ャ
ン
プ
台
が
完
成
し
、当

時
の
日
本
一
流
選
手
を
招
い
た
大
会
を
盛

大
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
が
矢
神
岳
で
、自
然
の
地
形
を
利
用

し
て
40
㍍
級
と
20
㍍
級
の
ジ
ャ
ン
プ
台
２

基
を
完
成
さ
せ
、県
大
会
や
そ
の
他
の
大
会

も
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後

に
リ
フ
ト
、70
㍍
級
の
公
認
ジ
ャ
ン
プ
台
が

建
設
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
き
ま
す
。

田
山
か
ら
育
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

　
大
会
も
開
か
れ
ス
キ
ー
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
く
と
、力
の
あ
る
選
手
も
育
っ
て
き
ま

し
た
。イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
会
出
場
の
八
幡

長
五
郎
選
手
に
始
ま
り
、ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル

大
会
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
三
ヶ
田
礼

一
選
手
、ソ
チ
と
平
昌
大
会
に
出
場
し
た
永

井
秀
昭
選
手
と
田
山
か
ら
は
３
人
の
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
先
人
が
ス
キ
ー
に
夢
中
に
な
り
、ス
キ
ー

で
村
お
こ
し
に
か
け
た
情
熱
は
、代
々
田
山

で
受
け
継
が
れ
、素
晴
ら
し
い
選
手
を
生
む

土
壌
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

八幡平市は現在、４つのスキー場があり、県内一スキーの盛んな地域です。
中でも田山地区には、県内唯一のジャンプ台とバイアスロン競技場を抱える
田山スキー場やSAJ公認の田山クロスカントリーコースがあり、県内大会は
もちろん、国体やインターハイなど全国規模の大会を開催してきた実績があ
ります。本号では、本県スキー競技の中心地として取り組んできた田山地区
とスキーの深い結びつきを探ります。

昔の田山スキー場位置図

S４（1929） ▶愛の山に第１スキー場ができる
S５（1930） ▶第３回県下中等学校スキー大会開催
S７（1932） ▶第８回県スキー選手権大会開催
S９（1934） ▶竜ヶ森の第２スキー場にジャンプ

台ができる
S23（1948） ▶第１回県民スキー大会兼国体県予

選大会開催
S27（1952） ▶第１回県高校スキー大会開催
S38（1963） ▶矢神の第３スキー場リフト２基が

新設
S39（1964） ▶八幡長五郎選手がインスブルック

オリンピック（クロカン）出場
S47（1972） ▶田山スキー場に70㍍級ジャンプ台

を建設。これに伴い第２リフトを廃止
S52（1977） ▶第26回全国高等学校スキー大会（以

下、インターハイ）ノルディック競技
開催

S57（1982） ▶安比高原スキー場が完成し、全国大
会規模のアルペン競技は安比を会場
に実施

S58（1983） ▶現在の第１ペアリフトに改設
S59（1984） ▶田山クロスカントリーコース完成
S60（1985） ▶田山スキー場に夏季のエバース

ノージャンプ台30㍍級と第２リフト
が完成

S62（1987） ▶第36回インターハイ開催
S63（1988） ▶第43回国体冬季大会スキー競技会

「岩手あしろ国体」開催
H元（1989） ▶第６７回全日本スキー選手権大会（ノ

ルディック）開催
H４（1992） ▶三ヶ田礼一選手がアルベールビル

オリンピック複合団体で優勝
H６（1994） ▶三ヶ田礼一選手がリレハンメルオリ

ンピック日本選手団の旗手を務める
▶スモールヒルジャンプ台（K20）設置
▶第３１回全国中学校スキー大会（以下、
全中）開催

H９（1997） ▶第46回インターハイ開催
H10（1998） ▶第53回国体冬季大会スキー競技会

「いわて銀河国体」開催
H17（2005） ▶第60回国体冬季大会スキー競技会

「岩手りんどう国体」開催
H21（2009） ▶第82回全日本学生スキー選手権大

会（以下、インカレ）開催
H22（2010） ▶第４７回全中開催
H23（2011） ▶第60回インターハイ開催
H24（2012） ▶第85回インカレ（クロカン・ジャン

プ）、第３６回マスターズ大会開催
H25（2013） ▶第86回インカレ開催
H26（2014） ▶第87回インカレ（ジャンプ）開催

▶永井秀昭選手がソチオリンピック
複合団体５位

H28（2016） ▶第71回国体冬季大会スキー競技会
「希望郷いわて国体」開催

H29（2017） ▶第41回マスターズ大会開催
H30（2018） ▶永井秀昭選手が平昌オリンピック

複合団体４位

【特集】
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　保育所の頃からクロカンを
しています。スポ少で冬は毎日
練習し、持久力もついてきまし
た。最後の校内スキー大会で家
族に成長した姿を見せられた
し、みんなで滑ることができて
いい思い出になりました。中学
でもクロカンを続けるので、来
年は前走で協力したいです。

全力で楽しんだ小学校最後の校内スキー大会
田山小６年　川又 倫

り ん

 さん

　協議会は毎年、スキー大会で
田山に来る選手らを歓迎する
ため、大きな雪だるまを児童と
一緒に作っています。子どもの
数は昔より減っていますが、い
つの時代も子どもは地域の宝。
これからも地域全体で子ども
を育て、成長を見守っていきた
いです。

地域全体で子どもたちの健やかな成長支える
田山地域振興協議会　野中 政

ま さ ぞ う

藏 会長

　結婚を機に田山に来ました。
子どもたちの普段の遊びの中
にスキーがあることに、初めは
驚きましたが、そのおかげで体
力がつき、健康に育っていま
す。PTAとしても保護者や地域
のまとまりを生かして、子ども
たちの成長をサポートしてい
ければと思っています。

子どもの成長願って大会をしっかりサポート
田山小PTA会長　和井内 隆

り ゅ う た

太 さん

　４月に赴任してきました。今
回の校内スキー大会もですが、
保護者や地域の人たちが積極
的に学校行事に参加してくれ
るので、大変助かっています。
何事にも一生懸命で仲良しな
田山の子どもたちは、まさしく
親や地域の方々を見て、育って
いるのだと感じています。

地域で活動する大人が子どもたちのいい手本
外
と だ て

舘 邦博 校長

　
田
山
小（
外
舘
邦
博
校
長
、
児
童
31
人
）

は
２
月
６
日
、
校
内
ス
キ
ー
大
会
を
開
き

ま
し
た
。
安
全
面
に
配
慮
し
、
１
年
生
で

ジ
ャ
ン
プ
に
参
加
で
き
な
い
子
も
い
ま
す

が
、基
本
的
に
は
児
童
全
員
が
ア
ル
ペ
ン・

ジ
ャ
ン
プ
・
ク
ロ
カ
ン
の
３
種
目
全
て
に

出
場
す
る
の
が
、
田
山
小
校
内
ス
キ
ー
大

会
の
特
徴
で
す
。

　
最
初
の
種
目
は
ア
ル
ペ
ン
。１
、２
年
生

の
低
学
年
と
３~

６
年
生
の
中
・
高
学
年

と
で
コ
ー
ス
は
異
な
り
ま
す
が
、
田
山
ス

キ
ー
場
は
第
１
ゲ
レ
ン
デ
で
す
ら
、
最
大

斜
度
20
度
超
の
急
斜
面
。
ス
キ
ー
経
験
が

少
な
い
低
学
年
は
太
も
も
の
内
側
に
力
を

入
れ
、
ハ
の
字
を
維
持
す
る
ボ
ー
ゲ
ン
で

滑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
学
年
と
も
な
る

と
、
厳
し
い
コ
ー
ス
を
果
敢
に
攻
め
て
い

ま
し
た
。

　
次
の
種
目
は
ジ
ャ
ン
プ
で
す
。
朝
早
く

か
ら
保
護
者
ら
の
協
力
で
、
競
技
セ
ン

タ
ー
前
に
作
っ
た
ヒ
ル
サ
イ
ズ
13
㍍
K
点

10
㍍
の
ジ
ャ
ン
プ
台
を
使
用
。
順
位
は
距

離
で
競
い
、
転
倒
し
た
場
合
は
記
録
が
半

分
に
な
る
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ア
ル
ペ
ン
板
を
履
い
た
児
童
は
、

着
地
失
敗
も
恐
れ
ず
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

助
走
速
度
を
上
げ
た
り
、
空
中
で
両
手
を

使
い
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
り
と
工
夫
し
な

が
ら
少
し
で
も
遠
く
を
目
指
し
て
ジ
ャ
ン

プ
。
最
も
飛
ん
だ
児
童
は
７
㍍
を
記
録
し

ま
し
た
。

　
午
後
は
田
山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移

動
し
、ク
ロ
カ
ン
を
実
施
。
低
学
年
０・４

㌔
、中
学
年
０・５
㌔
、高
学
年
１
㌔
を
ク

ラ
シ
カ
ル
走
法
で
競
い
ま
し
た
。
午
後
に

な
る
と
小
雨
が
降
り
出
し
、
ス
キ
ー
が
滑

り
に
く
そ
う
で
し
た
が
、
体
全
体
を
使
い

一
生
懸
命
に
前
へ
前
へ
と
ス
キ
ー
を
滑
ら

せ
ま
し
た
。メ
イ
ン
は
全
校
リ
レ
ー
。ギ
ャ

ラ
リ
ー
も
増
え
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を

見
せ
る
中
、
赤
組
・
青
組
に
分
か
れ
た
児

童
は
、
声
援
を
力
に
変
え
、
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
学
校
の
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や

地
域
の
人
が
会
場
準
備
や
運
営
を
し
な
け

れ
ば
成
り
立
た
な
い
本
大
会
。
子
ど
も
た

ち
の
た
く
ま
し
く
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
伝
統
あ
る
ス
キ
ー
大
会
を
地
域
が
一

丸
と
な
っ
て
支
え
て
い
ま
し
た
。

1八幡瑞希君（６年）による選手宣誓
2低学年3中学年4高学年のアルペン競技。学
年が上がるにつれ、滑りに成長が見られます
5旗門係やコース係を務める保護者ら
6一年生も恐れずにジャンプ一番
7田山小で唯一ジャンプ競技に取り組んでい
る成田元気君（３年）の飛躍
8圧巻の滑りを見せた高学年１位の川又倫さ
ん（６年）
9小さな体でも大きなフォームでスキーを滑
らせる低学年１位の安保麗

れ の ん

音さん（１年）
⓾１秒でも相手より先にとゴールを目指します
⓫児童らが見守る中、後は託したとバトンタッチ
⓬みんなで思い出に残る最高の１日に

市
内
の
小
学
校
は
全
て
ス
キ
ー
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
雪
深
い
柏
台
小

や
安
代
小
、田
山
小
で
は
独
自
で
校
内
ス
キ
ー
大
会
や
記
録
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

中
で
も
田
山
小
の
ス
キ
ー
大
会
は
、
ア
ル
ペ
ン
と
ク
ロ
カ
ン
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ン
プ

も
行
い
、
児
童
は
全
種
目
参
加
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

１ み
ん
な
で
楽
し
む

　
校
内
ス
キ
ー
大
会

2

3

4

57８９10

11

12

【特集】田山はスキーと共に
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タ
ー
ハ
イ
県
勢
女
子
初
の
優
勝
者
）な
ど
有

望
な
選
手
を
輩
出
し
て
い
ま
し
た
。田
山
の

人
は
辛
抱
強
く
、黙
々
と
物
事
に
取
り
組
む

性
格
も
あ
っ
て
か
、ア
ル
ペ
ン
よ
り
も
ク
ロ

カ
ン
の
強
い
選
手
が
多
か
っ
た
で
す
。

　
国
体
に
50
回
以
上
参
加
し
、
全
国
に
た

く
さ
ん
の
友
人
が
で
き
ま
し
た
。
人
と
の

関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

　
ス
キ
ー
に
よ
る
村
お
こ
し
を
呼
び
掛
け

た
と
い
わ
れ
る
田
山
村
村
長
の
米
川
権
四

郎
が
祖
父
で
、
父
の
米
川
勝
巳
は
荒
沢
村

と
田
山
村
が
合
併
し
た
と
き
の
田
山
村
最

後
の
村
長
で
す
。
２
人
と
も
地
域
振
興
の

た
め
ス
キ
ー
場
を
開
発
し
、
各
種
大
会
の

誘
致
と
運
営
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　
自
分
が
い
つ
ス
キ
ー
を
始
め
た
の
か
覚

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
雪
が
積
も
る
と
よ
く

友
達
と
ス
キ
ー
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
田

山
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
ス
キ
ー

は
、
い
つ
も
身
近
に
あ
り
ま
し
た
。

　
教
員
に
な
る
夢
を
持
っ
て
進
学
し
た
大

学
ま
で
ア
ル
ペ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。選
手

と
し
て
は
大
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、赴
任

し
た
平
舘
高
や
浄
法
寺
高
な
ど
で
数
多
く

の
教
え
子
が
、全
国
大
会
な
ど
で
活
躍
し
た

の
は
い
い
思
い
出
で
す
。
当
時
田
山
は
、ス

キ
ー
を
す
る
環
境
が
他
よ
り
身
近
に
あ
っ

た
優
位
性
も
あ
っ
て
、
三
浦
ヌ
エ（
イ
ン

Profile
昭和13年生まれ。田山上で妻との２人
暮らし。田山小・中、花輪高、順天堂
大卒。昭和３６年から平成8年10月まで
県立高校教諭を務め、数多くのス
キーの有望選手を指導。退職後は安
代町の教育長と町長を務め、行政の
発展に貢献。昭和49年に県スキー連盟
理事長となり、副会長、会長を歴任
し、岩手のスキーの普及発展に尽力。

八幡平市スキー連盟
初代会長　米川 次郎（82） 

田山で生まれ育ち、スキーの普及発展に尽力してきた米川次郎さんに
田山とスキーについて語ってもらいました。一方を語る上でどちらも
欠けることのできない深いつながりがあります。

地域に根差す
　　田山のスキー文化

ま
さ
し
く
ス
キ
ー
の
お
か
げ
で
す
。
ま
た

ス
キ
ー
に
関
わ
る
こ
と
で
、
組
織
の
在
り

方
を
学
び
、
成
し
遂
げ
る
力
を
付
け
ま
し

た
。
ス
キ
ー
が
な
い
人
生
は
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切

な
も
の
で
す
。

　
田
山
に
と
っ
て
ス
キ
ー
は
、
昔
か
ら
根

付
い
て
い
る
文
化
そ
の
も
の
。
ス
キ
ー
大

会
の
役
員
従
事
の
た
め
、
職
員
が
役
場
に

い
な
く
て
も
住
民
か
ら
文
句
が
出
な
い
の

は
、
や
っ
ぱ
り
安
代
な
ら
で
は
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
人
口
も
減
り
、
ス
キ
ー
を
す

る
子
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ス

キ
ー
と
共
に
生
き
て
き
た
田
山
に
は
ス

キ
ー
に
打
ち
込
め
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

現
在
活
躍
す
る
永
井
秀
昭
選
手
や
小
林
潤

志
郎
・
陵
侑
選
手
の
よ
う
に
、
田
山
で
成

長
を
遂
げ
、
世
界
を
舞
台
に
戦
う
選
手
の

誕
生
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

田山出身の永井秀昭選手が平昌オリ
ンピックに出場した際には、地元の
人が集まり声援を送りました

金メダリスト三ヶ田礼一さんの冠が
付いたスキー大会で、市内の小中学
生が実力を磨きます（関連15㌻）

取
材
を
振
り
返
っ
て

　
今
回
の
特
集
を
組
ん
だ
の
は
、
田
山
小

の
校
内
ス
キ
ー
大
会
が
珍
し
い
な
と
興
味

を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
現
在
、
市
内
の
小
中
学
校
は
、
地
域
と
共

に
あ
る
学
校
を
目
指
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
を
導
入
し
て
い
ま
す
。学
校
と
保
護

者
、地
域
の
人
た
ち
が
共
に
知
恵
を
出
し
合

い
、協
働
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

成
長
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
で
、ま
さ
し
く

田
山
地
区
は
ス
キ
ー
を
通
じ
て
、は
る
か
昔

か
ら
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

　
取
材
し
て
い
る
と
、
照
れ
く
さ
そ
う
に

謙
遜
さ
れ
る
人
が
多
い
で
す
が
、
田
山
の

人
か
ら
は
ス
キ
ー
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
感

じ
ま
し
た
。

　
田
山
に
限
ら
ず
、市
は
人
口
減
少
の
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。令
和
元
年
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、若
年
層
で
ま
ち
へ
の
愛
着
や

誇
り
が
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

問
題
解
決
に
は「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

（
住
民
や
働
く
人
の
都
市
へ
の
誇
り
や
自

負
）」の
醸
成
が
全
国
的
に
提
唱
さ
れ
て
い

ま
す
。
愛
着
に
と
ど
ま
ら
な
い
、当
事
者
意

識
の
高
ま
り
が
、ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
に

つ
な
が
り
、定
住
志
向
の
向
上
と
転
出
者
の

抑
制
を
促
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
田
山
の
人
の
心
に
は
ス
キ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
な
た
が
抱
く
地
域
へ
の
愛
着
や

誇
り
は
何
で
す
か
。

田山の子どもたちの成長にスキーは欠かせません。地域の大人たちが子どもを

中心に集まって、スキーを教えたり、大会を手伝ったりと成長を温かい目で見

守ります。子どもたちは大人と接しながら、スキー技術のみならず生きる力を

培います。大人たちは、子どもから元気やパワーをもらいます。つながりから

育まれるふるさとの誇りはこれからも大切に受け継がれていきます。

【写真】田山スキー場第2リフトから見た田山のまち並み

【本特集の参考文献】
いわてスキー讃歌（県スキー連盟創立60周年記念誌）、いわてスキー讃歌Ⅲ（同80周年記念誌）、田山中閉校記念誌

【特集】田山はスキーと共に
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種類 対象 検査内容

循
環
器
系
健
診
・
大
腸
が
ん
検
診

❶特定健診 40歳～74歳の市国保加入者、社会保険加入者の扶
養家族 血圧、尿検査、血液検査、腹囲測定、心電図、眼

底検査、貧血検査、推算糸球体ろ過量検査など
❷国保30代健診 30歳～39歳の市国保加入者

❸長寿健診 75歳以上 血圧、尿検査、血液検査、腹囲測定など

❹肺がん検診 40歳以上 胸部レントゲン検査
※必要と判断された人は喀

かくたん
痰検査も実施可

❺大腸がん検診 35歳以上 便潜血検査（専用の容器に2日分採便して提出す
る検査）

❻前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査
※前立腺疾患治療中の人は受けられません

❼骨粗しょう症予防検
診

20、 25、 30、 35、 40、 45、 50、 55、 60、 65、 70歳
の女性

かかとの骨密度検査
※骨粗しょう症治療中の人は受けられません

❽肝炎ウイルス検査 40歳以上で今まで検査を受けたことがない人 血液検査

❾胃がん検診 40歳以上 胃部 X線検査（バリウムを飲み、胃内部をX線で撮
影）

❿子宮頸がん検診 20歳以上の偶数年齢に該当する女性 内診、細胞診検査、超音波検査

⓫乳がん検診 40歳以上の偶数年齢に該当する女性 マンモグラフィー（乳房X線検査）

▶特定健診、国保30代健診は令和４年3月31日時点の年齢、長寿健
診は健診受診日の年齢、がん検診などは３年4月1日時点の年齢と
なります。
▶大腸がん検診を受ける際には、次の配布場所から専用容器を事前

に受け取り、採便をして、検診日に持参してください。
《配布場所》健康福祉課、西根・安代各総合支所、田山支所、各コミ
ュニティセンター（荒屋・田山を除く）、松尾鉱山資料館
※各行政区の保健推進員から受け取ることもできます。

■　健診（検診）の内容 健診（検診）は、循環器系健診・大腸がん検診、胃がん検診、婦人科単独の子宮頸がん検診、乳がん検診
に区分されます。対象や検査内容は下表の通りです。

あなたの健康と未来守る健診（検診）
　病気の中には、頭痛、発熱のようにはっきりと症状が現れるものもありますが、早期には症状がなく、
症状が現れたときにはすでに進行しているという病気は少なくありません。
　健診（検診）を受けることで、自覚症状のない潜在する病気やリスクを早期発見し、健康管理に役立てる
ことができます。４月から始まる各種健診（検診）で、自身の健康や未来、家族の笑顔を守りましょう。
■問い合わせ先　健康福祉課健康推進係（☎内線・１０92）

◎
健
診（
検
診
）受
診
に
必
要
な
物

❶
健
康
保
険
証

❷
健
康
診
断
受
診
票
、
が
ん
検
診
受
検
票

❸
自
己
負
担
金（
70
歳
以
上
の
人
、
令
和

２
年
度
住
民
税
非
課
税
の
人
は
無
料
）

❹
大
腸
が
ん
検
診
の
専
用
容
器（
受
診
者

の
み
）

※
特
定
健
診
は
、
社
会
保
険
加
入
者
の
扶

養
家
族
も
受
診
可
能
で
す
。
保
険
者
か
ら

特
定
健
康
診
査
受
診
券
の
発
行
を
受
け
、

健
診
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
受
診
票
・
受
検
票
は
３
月
中
旬
に
送
付

　
３
月
中
旬
に
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の

対
象
者
が
い
る
世
帯
に「
受
診
票
・
受
検

票
」を
郵
送
し
ま
す
。必
要
事
項
を
鉛
筆
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
日
程
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
健
診（
検
診
）日
程
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
広
報
や
チ
ラ

シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和３年度

いきいきシルバー
　
今
回
は
、
松
尾
地
区
の
金
沢
老
人

ク
ラ
ブ（
武
田
征
夫
会
長
、
会
員
20

人
）を
紹
介
し
ま
す
。

〇
ク
ラ
ブ
の
理
念
は
？

　
会
員
全
員
が
心
身
と
も
に
健
康
で

生
き
が
い
を
持
っ
た
、
幸
せ
な
老
後

を
送
る
こ
と
で
す
。
会
員
相
互
の
連

絡
を
密
に
し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

〇
ど
ん
な
活
動
を
？

　

ク
ラ
ブ
の
理
念
で
あ
る「
幸
せ
な

老
後
」に
す
る
た
め
、
ペ
タ
ン
ク
や

フ
ロ
ア
カ
ー
ル
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
健
康
増

進
と
脳
の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
恒
例
の
行
事
と
し
て
、
花

見
会
、
芋
の
子
会
、
八
幡
平
温
泉
郷

幸
せ
な
老
後
を
送
れ
る
よ
う
に

幸
せ
な
老
後
を
送
れ
る
よ
う
に

【
金
沢
老
人
ク
ラ
ブ
】

【
金
沢
老
人
ク
ラ
ブ
】

健康福祉課高齢福祉係 ☎・内線1084

で
の
忘
年
会
と
多
く
の
交
流
の
場
を

設
け
て
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
活
動
と
し
て
は
、
金

沢
地
区
か
ら
転
出
し
て
い
っ
た
人

か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
５
、
７
、

９
月
の
年
３
回
、
住
宅
跡
の
更
地

の
刈
払
い

を
し
て
い

ま
す
。
地

域
の
環
境

保
全
の
た

め
に
も
必

要
と
考
え

て
取
り
組

ん
で
い
ま

す
。

〇
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
？

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

員
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
月
例

会
と
し
て
活
動
で
き
な
い
か
な
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
新
規
加
入
者
促
進
の
た
め
に
も
、

一
定
の
年
齢
に
な
っ
た
ら
老
人
ク
ラ

ブ
に
入
会
す
る
の
が
当
た
り
前
と
い

う
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

ペタンクを楽しむ会員たち

刈払いも会員全員で実施

表❶＿一時保育をしている市内の保育施設
区分 施設名 対象児童 電話番号

公立

寺田保育所

２歳児から

77-2328
松野保育所 74-2715
寄木保育所 76-2020
柏台保育所 78-2002
田山保育所 73-2155

私立

東慈寺保育園 満１歳から 76-3236
杉の子こども園

生後８週
経過後から

76-3345
大更こども園 76-3526
平舘こども園 74-2025
あしろこども園 72-2431
森の子保育園 70-1880
畑保育園 72-5511

※公立保育所は４月１日現在の年齢です。

表❷＿公立保育所の利用料（日額）
現住所 ２歳児 ３歳児 ４・５歳児
市 内 2,000円 1,500円 1,000円
市 外 4,000円 3,000円

※利用後に納付書を送付しますので、指定の金融機
　関で支払ってください。

保育所に入所していなくても保育所に入所していなくても
一時的に預かります一時的に預かります

地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1101

子育てＮＥＷＳ

　保育が困難になったときや育児に伴う負担を減ら
したいときは、市内の保育施設（保育所、保育園、認
定こども園など）に入っていない児童でも一時的に
預かります。一時保育をしている市内の保育施設と
対象児童の年齢は表❶の通りです。
■保育時間　公立保育所は午前８時半から午後４時
半まで
■利用料　公立保育所は表❷の通り
※その他の保育施設は、施設によって異なるので、
直接問い合わせてください。また、利用料以外に実
費が必要な場合があります。
※持ち物などは、各保育施設に問い合わせてください。
※利用人数や行事によって、預かることができない
場合があります。
■申請方法　利用する施設へ、事前に申し込んでく
ださい（公立保育所は１週間前まで）。
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市役所からのHOT LINE
　

市
は
、
転
入
や
転
出
な
ど
が

多
く
な
る
年
度
末
・
年
度
初
め

に
合
わ
せ
、
休
日
臨
時
開
庁
を

行
い
ま
す
。

■
開
庁
日
時　
３
月
28
日
㈰
・
４

月
４
日
㈰
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で（
前
々
日
ま
で
に
予
約
し
た
人

の
み
）

■
開
庁
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
市

民
課（
西
根・安
代
各
総
合
支
所
は

開
庁
し
ま
せ
ん
）

※
毎
週
水
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま

で
本
庁
舎
の
窓
口
を
延
長
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
要
予

約
）　
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所

が
交
付
場
所
に
な
っ
て
い
る
人

も
、
本
庁
舎
で
交
付
し
ま
す
。
カ

ー
ド
の
移
動
が
必
要
と
な
る
た

め
、
前
々
日
ま
で
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
は
各
総
合
支
所
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

■
取
り
扱
い
業
務
内
容（
問
い
合

わ
せ
先
）　
次
の
と
お
り

年
度
末
・
初
め
の
休
日

市
役
所
を
臨
時
で
開
庁

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、
毎

年
4
月
1
日
現
在
で
所
有
ま
た

は
使
用
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
車
両
を
処
分
、
譲
渡
し

て
い
て
も
、
廃
車
や
名
義
変
更
の

軽
自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡

手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

お
得
な
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

受
取
期
間
延
長
さ
れ
ま
す

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
え
る

期
間
が
、
令
和
３
年
９
月
末
ま
で

延
長
さ
れ
ま
す
。
３
年
９
月
末
ま

で
に
選
択
し
た
決
済
サ
ー
ビ
ス
で

の
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買
い
物
で
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

市
内
で
も
１
０
０
以
上
の
店
な
ど

で
使
用
が
可
能
で
す
。
す
で
に
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た
人

は
、
再
度
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
対
象　
令
和
３
年
３
月
末
ま
で

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
を
行
っ
た
人
、
す
で
に
取
得

し
て
い
る
人

■
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
チ
ャ
ー

ジ
ま
た
は
買
い
物
を
す
る
と
、
1

人
当
た
り
25
％（
上
限
5
千
円
分
）

の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。
ポ

イ
ン
ト
は
選
択
し
た
対
象
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
裁
サ
ー
ビ
ス
に
対
応

し
た
店
で
使
え
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
し
込
み
を

し
ま
す
。
予
約
・
申
し
込
み
は
自

身
が
ス
マ
ホ
な
ど
で
行
う
ほ
か
、

郵
便
局
、
市
役
所
ま
た
は
西
根
・

安
代
各
総
合
支
所
な
ど
の
手
続
き

ス
ポ
ッ
ト
で
も
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎

０
１
２
０
・
95
・
０
１
７
８
、
ダ

イ
ヤ
ル
後
５
番
を
選
択
）ま
た
は

企
画
財
政
課
秘
書
政
策
係（
☎
・

内
線
１
２
１
３
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
市
が
手
伝
い
ま
す

　
市
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
に
必
要
な
写
真
を
専
用
端

末
で
撮
影
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

の
手
伝
い
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
い
ま
す
。

　
申
請
時
の
端
末
操
作
は
職
員
が

行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　
市
民
課
、
西
根
・
安
代

各
総
合
支
所

■
時
間　
平
日
の
午
前
9
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で

■
手
続
き
の
流
れ　
❶
受
け
付
け

⇒
❷
写
真
撮
影（
職
員
補
助
）⇒

❸
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請（
職
員
補
助
）

で
所
要
時
間
20
分
程
度

※
専
用
端
末
で
撮
影
す
る
写
真

は
、
写
真
館
な
ど
で
撮
影
す
る
写

真
よ
り
も
画
質
が
劣
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

❶
本
人
確
認
書
類

❷
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請
書（
通

知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
送
付
さ
れ
た

も
の
）　

※
❷
の
申
請
書
が
な
い
場
合
で

も
、
手
続
き
は
可
能
で
す
。

■
カ
ー
ド
の
交
付　
申
請
後
、

カ
ー
ド
の
交
付
ま
で
１
カ
月
ほ
ど

か
か
り
ま
す
。
カ
ー
ド
交
付
の
準

備
が
で
き
次
第
、交
付
通
知
書（
は

が
き
）を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
戸
籍

住
民
係（
☎
・
内
線
１
０
６
５
）

　

病
院
事
業
へ
の
移
行
に
伴
い
、

八
幡
平
市
国
民
健
康
保
険
田
山
診

療
所
は
、
４
月
１
日
㈭
か
ら
八
幡

平
市
立
田
山
診
療
所
に
名
称
を
変

更
し
ま
す
。
業
務
内
容
や
体
制
な

ど
は
従
来
通
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
田
山
診
療
所

（
☎
73・
２
１
２
６
）

国
保
田
山
診
療
所
の

名
称
が
変
わ
り
ま
す

◎
市
民
課
戸
籍
住
民
係（
☎・内
線

１
０
６
１
）

❶
転
入
・
転
出
な
ど
に
よ
る
住
民

異
動
届
の
受
け
付
け

❷
戸
籍
謄
抄
本
、住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
証
明
書
の
交
付

❸
印
鑑
登
録
や
登
録
廃
止
の
手

続
き

❹
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
、
電
子
証
明
書
の
更
新

❺
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

（
予
約
し
た
人
の
み
）

◎
市
民
課
国
保
年
金
係（
☎・内
線

１
０
７
２
）

❶
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
の
手
続
き

❷
国
民
年
金
の
異
動
届
受
け
付
け

❸
医
療
費
助
成
の
各
種
手
続
き

　
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す

る
農
業
委
員
１９
人
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
２７
人
を
募
集
し
ま

す
。
性
別
・
年
齢
を
問
わ
ず
、
農

業
に
精
通
す
る
人
は
候
補
者
と
し

て
応
募
が
可
能
で
す
。

■
任
期　
３
年（
令
和
３
年
９
月

１
日
㈬
か
ら
６
年
８
月
３１
日
㈯

ま
で
）

■
報
酬　
農
業
委
員
は
３
万
３
千

円（
月
額
）。農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
は
２
万
６
４
０
０
円（
月
額
）

■
応
募
期
間　
３
月
１５
日
㈪
か
ら

４
月
１４
日
㈬
ま
で（
土
日
、祝
日
を

除
く
）の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

５
時
ま
で

農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
募
集

　
市
は
通
学
に
係
る
家
庭
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学
生

の
通
学
定
期
券
購
入
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
公
共
交
通
機
関　

Ｊ
Ｒ
東
日
本（
東
日
本
旅
客
鉄

道
）、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道

㈱
、
岩
手
県
交
通
㈱
、
岩
手
県
北

自
動
車
㈱
、
秋
北
バ
ス
㈱
、
Ｊ
Ｒ

バ
ス
東
北
㈱
が
運
行
す
る
鉄
道
と

路
線
バ
ス

■
補
助
対
象
者　
市
内
に
住
所
を

有
し
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
学

生（
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
・
高
等
専
門
学
校
・
特
別
支
援

学
生
の
通
学
定
期
券

購
入
費
を
一
部
補
助

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

【
現
金
の
寄
付
】

▼
江
副　
敬
子
様
…
1
月
18
日
、

認
知
症
家
族
、
障
が
い
者
と
障
が

い
者
家
族
、
孤
立
化
す
る
高
齢
者

の
支
援
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
、

30
万
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

学
校
）の
保
護
者

※
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

へ
通
う
学
生
は
対
象
外

■
補
助
の
額　
通
学
定
期
券
購
入

費
の
１
０
０
分
の
10
の
金
額（
10

円
未
満
切
り
捨
て
）

■
申
請
方
法　
定
期
券
販
売
窓
口

で
、有
効
期
間
が
終
了
し
た（
ま
た

は
更
新
す
る
）定
期
券
と
併
せ
て

申
請
書
を
提
示
し
、
購
入
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
証
明
を
受
け

た
申
請
書
は
、
期
限
内
に
申
請
先

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
、
交
通
機
関
ご
と
に

購
入
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
地
域
振
興
課
や
西

根
・
安
代
各
総
合
支
所
、
荒
屋
新

町
駅
、
大
更
駅
、
好
摩
駅
、
岩
手

県
北
バ
ス
八
幡
平
営
業
所
で
交
付

し
て
い
ま
す
。

手
続
き
を
３
月
31
日
㈬
ま
で
に
行

わ
な
い
と
次
年
度
の
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人

は
、早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民

税
係（
☎
・
内
線
１
１
３
４
）

■
応
募
方
法　
所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
所
定
の
用
紙
、
募
集

要
項
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
農
業
委

員
会
ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総
合

支
所
か
ら
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会

事
務
局
農
業
振
興
係（
☎
・
内
線

１
３
５
１
）

■
２
年
度
分
の
申
請
期
限　
４
月

30
日
㈮

※
定
期
券
の
有
効
期
間
が
３
月

31
日
㈬
ま
で
の
場
合
、
申
請
期
限

を
過
ぎ
る
と
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域

振
興
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内
線

１
１
４
７
）ま
た
は
西
根・安
代
各

総
合
支
所
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday
※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
３月15日〜４月18日

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

３月19日㈮
10：0０～15：００ 市役所本庁舎 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 4月8日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1061 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 第２・４水曜日　　　１0：0０～
心臓・血管外科 第２・４木曜日　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
神経内科 第３木曜日　　　　　１４：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内科 第２・４木曜日　　　午前中
※　八幡平市立病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、
次回から予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に
支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しま
しょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により、割り当てに変更が生じる可能性がありますので、最新情報は盛
岡市医師会のウェブサイトで確認してください。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
柏台薬局（☎71-1001） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
さいとう薬局（☎72-2130） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
大更調剤薬局（☎70-1320） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
みのり薬局（☎75-2333） 日本調剤薬局（☎30-1193）
リリィ薬局西根店（☎78-8560）
白樺薬局（☎74-3363）
すみれ薬局（☎78-8075）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
東八幡平病院（☎78-2511） 小坂町診療所（☎29-5500）
八幡平市立病院（☎76-3111） 本田医院（☎35-3002）
にしね眼科クリニック（☎70-2711） かづの厚生病院（☎23-2111）
平舘クリニック（☎74-3120）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■寺田コミセン＝コミセンま
つり　10：00～16：00

■図書館休館日
■寺田コミセン＝コミセンま
つり　10：00～16：00
■田頭コミセン＝春の映画会　
14：00～16：00

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝子宮頸がん
検 診【 受 付 】　9：30～10:30、
13：30～14:30（市役所多目的
ホール棟）
■寺田コミセン＝コミセンま
つり　10：00～12：00
■大更コミセン＝龍崎孝文化
講演会　13：30～15：00

■健康福祉課＝子宮頸がん
検 診【 受 付 】　9：30～10:30、
13：30～14:30（市役所多目的
ホール棟）
■ 図 書 館 ＝本のクリニック　
10：00～15：00

■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（田山コミセ
ン）
■大更コミセン＝映画上映会　
14：30～15：30

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■田頭コミセン＝子ども映画
会 　 10：00～12：00、 13：30～
15：30
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：50（ 松 尾 地 区 内 ）　 
※返却のみ

■田頭コミセン＝寺子屋「折
り紙教室」　10：00～12：00
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：40（ 松 尾 地 区 内 ）　 
※返却のみ

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■安代漆工技術研究センター
＝研修生修了作品展　13：00～
16：30（安代総合支所）

■図書館休館日
■安代漆工技術研究センター
＝研修生修了作品展　9：30～
16：00（市役所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■図書館休館日（図書整理日）
■田頭コミセン＝青少年講
座「 パ ス テ ル ア ー ト 教 室 」　
13：30～15：30

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■寺田コミセン＝柔道教室
開講式　18：30～21：00（寺田
柔剣道場）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

■広報はちまんたい発行日

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

■商工観光課＝八幡平アス
ピーテライン開通式　9：20
開始（松尾八幡平ビジターセ
ンター）
■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00

■健康福祉課＝子宮頸がん
検診【受付】　9：30～10：30、
13：30～14：30（安代地区体育
館）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

■春分の日
■市役所閉庁日
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（大更コミセ
ン）
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）小坂町診療所▶当
番薬局（市内）柏台薬局、さい
とう薬局・（鹿角）黒沢薬局

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）本田医院▶当番薬
局（市内）大更調剤薬局・（鹿
角）ファーマックスかづの薬
局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日 ■休日臨時開庁　8：30~17：15
（市民課）※マイナンバーカー
ドの交付受付は 9：00~16：00

【関連10㌻】

▶当番医（市内）にしね眼科ク
リニック・（鹿角）かづの厚生
病院▶当番薬局（市内）みのり
薬局・（鹿角）ヘルシークラブ
厚生病院前薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝ え ほ ん の 会　
14：00～15：00

■休日臨時開庁　8：30~17：15
（市民課）※マイナンバーカー
ドの交付受付は 9：00~16：00

【関連10㌻】

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）リリィ薬局西根店・
（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん 　 11：00～11：30、 14：30～
15：00▶Tom＆Tam Story 
Time　15：00～15：30

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休
日臨時開庁　9：00~12：00（市
民課）

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）白樺薬局・（鹿角）日本
調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）すみれ薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

20	 21	

28	

3	 4	29	

5	

3/15	 16	 17	 19	

22	 24	 25	 26	

30	 31	 4/1	 2	

6	 7	 8	 9	 10	 11	

23	

18	

12	 13	 14	 15	 16	 17	 18

27	

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月
定例会・委員長報告ほか（予
定）
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市役所からのHOT LINE

か
）　
※
入
賞
は
３
位
ま
で

【
男
子
】◇
回
転　
❶
新
田
雅
人（
平
舘
）

◇
大
回
転　
❶
新
田
雅
人

【
女
子
】◇
回
転　
❷
工
藤
瑞み
ず
ほ歩（

平
舘
、

安
代
中
卒
）

◇
大
回
転　
❷
工
藤
瑞
歩

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
５
㌔　
❷
山
本

千
鶴

▼
フ
リ
ー
５
㌔　
❶
山
本
千
鶴

◎
第
６1
回
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ア
ル

ペ
ン
種
目（
１
月
１5
日
、
安
比
高
原
ス

キ
ー
場
）　
※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
大
回
転　
❸
新
田
雅
人

【
女
子
】◇
大
回
転　
❺
工
藤
瑞
歩

◎
第
７3
回
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技

会
・
国
体
少
年
組
選
手
選
考
会（
１
月

１6
・
１7
日
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　

※
入
賞
は
３
位
ま
で

【
男
子
】◇
大
回
転
▽
少
年　

❷
新
田

雅
人
▽
成
年
Ｂ　
❷
小
船
勝
巳（
荒
沢

運
送
）▽
成
年
C　

❶
小
田
島
敦（
松

尾
協
会
）▽
成
年
Ｇ　

❶
田
村
幸ゆ
き
お男

（
松
尾
協
会
）

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
成
年
Ｂ
１０
㌔　

❶
高
橋
涼り
ょ
う（

荒
沢
運
送
）▽
成
年
Ｃ
５
㌔　

❶
八
幡
和
樹（
山
金
組
）▽
成
年
Ｈ
５
㌔　

❸
安
保
英ひ
で
あ
き
明（
安
代
協
会
）▽
成
年
Ｉ
５

㌔　
❷
畠
山
庄
五
郎（
八
幡
平
リ
ゾ
ー

ト
）▽
成
年
Ｊ
３
㌔　
❷
工
藤
英
雄（
安

代
協
会
）

▼
リ
レ
ー（
３
㌔
×
４
人
）
▽
成
年　
❶

八
幡
平
市（
森
鷲
太
、
高
橋
涼
、
工
藤

颯そ
う
や悠
、
八
幡
和
樹
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
少
年　
❶
伊
藤
煌
牙
▽

成
年
Ａ　
❸
工
藤
颯
悠（
法
政
大
）▽
成

◎（
公
財
）全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ｂ
級
公

認
ガ
リ
ウ
ム
カ
ッ
プ
第
３2
回
田
山
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会（
１
月
６
・
７
日
、

田
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）　
※

入
賞
は
６
位
ま
で

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
小
学

校
リ
レ
ー（
１
・５
㌔
×
３
人
）　

❻
安

代
・
田
山
合
同
チ
ー
ム（
佐
藤
心こ

こ
な花
、
川

又
倫り
ん
、
小
山
田
凛り
の
ん音
）

◎
第
２
回
県
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
大
会
兼
２
０
２
１
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
県
予
選

会（
１
月
９~

１１
日
、
田
山
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
）　
※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
低
学

年
１
・５
㌔　
❶
成
田
元
気（
田
山
ＳＳ
）

❸
佐
藤
友ゆ
う
し司（

安
代
ＳＳ
）❻
工
藤
真ま
さ
き樹

（
松
尾
ＳＳ
）▽
高
学
年
３
㌔　

❺
安
保

和や
ま
と（

田
山
ＳＳ
）❻
佐
藤
純
也（
田
山
ＳＳ
）
▽

リ
レ
ー（
１
・５
㌔
×
３
人
）　
❹
田
山

ＳＳ（
佐
藤
純
也
、
佐
藤
智
也
、
安
保
和
）

❺
松
尾
ＳＳ
Ａ（
工
藤
颯そ

う
ま真

、
岩
渕
七
海
、

工
藤
真
樹
）

▼
フ
リ
ー
▽
低
学
年
１・５
㌔　
❶
成
田

元
気
❹
工
藤
真
樹

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
高
学

年
３
㌔　
❶
川
又
倫（
田
山
ＳＳ
）❸
小
山

田
凛
音（
安
代
ＳＳ
）❻
岩
渕
七
海（
松
尾

ＳＳ
）▽
リ
レ
ー（
１
・５
㌔
×
３
人
）　
❷

安
代
・
若
葉
合
同
チ
ー
ム（
佐
藤
心
花
、

小
山
田
凛
音
、永
本
瑠
空
）❻
田
山
ＳＳ（
畠

山
嘉か

り

な
莉
来
、
阿
部
藍あ

い
り凛

、
川
又
倫
）

▼
フ
リ
ー
▽
低
学
年
１・５
㌔　
❹
岩
渕

六り
っ
か花（
松
尾
ＳＳ
）▽
高
学
年
３
㌔　
❶
川

又
倫
❷
岩
渕
七
海

◎
第
６1
回
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
種
目（
１
月
９~

１１
日
、
田
山

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
ほ
か
）　
※

入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
ジ
ャ
ン
プ　
❹
永
井
陽
一（
八

幡
平
市
連
盟
）❺
森
鷲し

ゅ
う
た太（
専
修
大
、松
尾

中
卒
）

◇
複
合　
❸
永
井
陽
一
❹
森
鷲
太

【
女
子
】◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
５
㌔　

❷
山
本
千ち
づ
る鶴（
盛
岡
農
、
松
尾
中
卒
）

▼
フ
リ
ー
▽
５
㌔　
❶
山
本
千
鶴

◎
第
70
回
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１
月

９~

１1
日
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　

※
入
賞
は
６
位
ま
で

【
男
子
】◇
距
離
▼
リ
レ
ー（
５
㌔
×
４

人
）　

❷
安
代（
齊
藤
巧こ
う
き輝
、
和
井
内

飛し
ぶ
き沫

、
松
葉
友ゆ
う
ご吾

、
小
山
田
飛と
わ琶

）❺
松

尾（
髙
橋
朋と
も
や也
、
伊
藤
稜り
ょ
う
が
牙
、
岩
渕
泳え
い
と人
、

菅
原
煌こ
う
た汰

）

◇
ジ
ャ
ン
プ　
❶
工
藤
琉る
か翔（
安
代
）
❷

山
本
宇そ
ら宙（
安
代
）❸
伊
藤
煌こ
う
が牙（
松
尾
）

◇
学
校
対
抗　
❷
安
代
❸
松
尾

【
女
子
】◇
回
転　
❹
藤
田
梨り
な愛（

松
尾
）

❻
阿
部
美
莉
亜（
松
尾
）

◇
大
回
転　
❺
藤
田
梨
愛
❻
戸
鎖
妃き
ら来

（
松
尾
）

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
３
㌔　
❻
小
山

田
凛り
ん
か花（
安
代
）

▼
リ
レ
ー（
３
㌔
×
３
人
）　
❸
安
代（
小

山
田
凛
花
、
関
香
里
奈
、
吉
田
悠ゆ
あ愛
）

◇
学
校
対
抗　
❺
松
尾

【
共
通
】◇
複
合　
❶
工
藤
琉
翔
❷
伊
藤

煌
牙
❸
山
本
宇
宙

◎
第
70
回
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１

月
９~
１1
日
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
ほ

年
Ｂ　
❸
永
井
陽
一（
安
代
協
会
）

◇
複
合
▽
少
年　
❶
伊
藤
煌
牙
▽
成
年

Ａ　
❷
工
藤
颯
悠
▽
成
年
Ｂ　
❷
永
井

陽
一

【
女
子
】◇
大
回
転
▽
成
年
Ｄ　
❸
千
田

亜つ
ぐ
み美（
安
代
協
会
）

◇
距
離
▼
ク
ラ
シ
カ
ル
▽
少
年
５
㌔　

❷
山
本
千
鶴

【
市
町
村
対
抗
】◇
市
▼
男
女
総
合　
❷

八
幡
平
市

▼
男
子　
❷
八
幡
平
市

◎
第
43
回
東
北
高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手

権
大
会（
１
月
27
・
28
日
、
青
森
県
・
大

鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
）　
※
入
賞
は
６
位
ま

で【
男
子
】◇
回
転　
❺
新
田
雅
人

◎
第
４9
回
松
尾
地
区
ス
キ
ー
大
会（
１
月

30
日
、
八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
パ
ノ
ラ
マ
ス

キ
ー
場
ほ
か
）　
※
松
尾
地
区
の
順
位

で
、
掲
載
は
１
位
の
み

【
男
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
４
年　

髙
橋
柚
輝（
柏
台
）▽
５
年　
松
田
瑛え
い
と翔

（
松
野
）▽
６
年　
佐
々
木
知ち
ひ
ろ洋（

松
野
）

▼
一
般　
伊
藤
洋
一（
金
沢
地
区
）

◇
距
離
▼
小
学
生
２
㌔
▽
４
年　

林

紘こ
う
た
ろ
う

太
郎
▽
５
年　
工
藤
颯そ
う
ま真（

松
野
）▽

６
年　
鈴
木
奏か
な
と斗（
松
野
）

▼
中
学
生　
髙
橋
朋
也（
松
尾
）

▼
リ
レ
ー（
２
㌔
×
３
人
）▽
小
学
４
年　

寄
木（
渡
辺
鳳お
お
が嘉

、
平
松
輝あ
き
と空

、
林
紘
太

郎
）▽
小
学
５
年　
松
野
Ａ（
工
藤
颯
真
、

成
田
禅ぜ
ん
ど
う
道
、梶
本
創そ
う
き喜
▽
小
学
６
年　
寄

木（
伊
藤
凌り
ょ
う
が

雅
、
髙
橋
こ
こ
ね
、
田
村
玲れ
い）

▽
中
学　
松
尾（
伊
藤
稜
牙
、福
島
遥は
る
き輝

、

菅
原
煌こ
う
た汰
）

【
女
子
】◇
ア
ル
ペ
ン
▼
小
学
生
▽
４
年　

佐
々
木
こ
こ
ろ（
松
野
）▽
５
年　
佐
々

木
桃
花（
松
野
）▽
６
年　

立
柳
絵か

な愛

（
松
野
）

◇
距
離
▼
小
学
生
２
㌔
▽
４
年　
熊
谷

心こ
こ
な那（

柏
台
）▽
５
年　

菊
池
陽ひ

な菜（
柏

台
）▽
６
年　
岩
渕
七
海（
柏
台
）

▼
リ
レ
ー（
２
㌔
×
３
人
）
▽
小
学
４
年　

松
野（
髙
橋
里り
さ咲
、
佐
々
木
心の
の
か奏
、
本
堂

音お
は
な花

）▽
小
学
５
年　

松
野
Ａ（
下
川

紗さ
な奈
、
佐
々
木
桃
花
、
工
藤
結ゆ
あ愛
）▽
小

学
６
年　
柏
台（
岩
渕
七
海
、
小
野
寺

春は
る
ひ妃

、
福
田
ま
い
）

◎
第
70
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
６~

10
日
、
長
野
県
・
市
営
飯
山

シ
ャ
ン
ツ
ェ
ほ
か
）　
※
入
賞
は
10
位

ま
で

【
男
子
】◇
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ　
❿

成
田
健
太（
秋
田
県
花
輪
、
安
代
中
卒
）

◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
バ
イ
ン
ド　
❻

成
田
健
太

◎
第
４3
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス

キ
ー
大
会
兼
第
15
回
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
ス
キ
ー
大
会（
２
月
７
・
11
日
、

田
山
ス
キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入
賞
は
６

位
ま
で
、
掲
載
は
県
ス
ポ
少
ス
キ
ー
大

会
３
位
ま
で

【
男
子
】◇
大
回
転
▼
小
学
生
▽
低
学
年　

❷
小
原
茉ま
ひ
ろ大（

安
代
ＳＳ
）❸
齋
藤
廣こ
う
た
ろ
う

太
郎

（
安
代
ＳＳ
）▽
高
学
年　
❶
八
幡
陸
斗（
田

山
ＳＳ
）❸
八
幡
瑞
希（
田
山
ＳＳ
）

▼
中
学
生　
❶
立
花
洸た
け
る琉（

安
代
）

◇
距
離
▼
小
学
生
▽
低
学
年
０
・
７
㌔　

❶
成
田
元
気（
田
山
ＳＳ
）❷
佐
藤
友
司（
安

代
ＳＳ
）▽
高
学
年
０
・
７
㌔　
❶
安
保
和

（
田
山
ＳＳ
）❷
佐
藤
智
也（
田
山
ＳＳ
）❸
佐

藤
純
也（
田
山
ＳＳ
）

▼
中
学
生
０
・
８
㌔　
❷
小
山
田
飛
琶

（
安
代
）❸
齊
藤
巧
輝（
安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
小
学
生
▽
低
学
年　
❶

成
田
元
気（
田
山
）

【
女
子
】
◇
大
回
転
▼
高
学
年　
❶
八
幡

紀き
ほ穂（
田
山
ＳＳ
）❷
遠
藤
一い
ち
か花（
安
代
）

◇
距
離
▼
小
学
生
▽
高
学
年
０
・
７
㌔　

❶
川
又
倫（
田
山
ＳＳ
）❷
小
山
田
凛
音（
安

代
ＳＳ
）

▼
中
学
生
０
・
８
㌔　
❷
関
香
里
奈（
安

代
）❸
小
山
田
凛
花（
安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
小
学
生
▽
高
学
年　
❶

工
藤
柚ゆ
ず
か佳（

大
更
）

◎
三
ケ
田
礼
一
杯
第
２9
回
市
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼
第
２6
回
安
代
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
安
代
地
区
小
中
学

校
ス
キ
ー
大
会（
２
月
13
日
、
田
山
ス

キ
ー
場
ほ
か
）　
※
入
賞
は
６
位
ま
で
、

掲
載
は
三
ケ
田
礼
一
杯
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
１
位
の
み

【
男
子
】◇
大
回
転
▼
小
学
生
▽
１
年　

関
新あ
ら
た（
田
山
）▽
２
年　
小
船
竜り
ゅ
う
じ
ん
臣（
安

代
）▽
３
年　
髙
橋
孝
太（
柏
台
）▽
４
年　

和
井
内
海か
ざ
と聖（

田
山
）▽
５
年　

立
花

陽は
る
と和（
安
代
）▽
６
年　
小
林
晃あ
き
ひ
ろ
大（
安
代
）

▼
中
学
生
▽
１
部　
立
花
洸
琉（
安
代
）

▽
２
部　
和
井
内
海み
な
ぎ凪（
安
代
）

◇
距
離
▼
小
学
生（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
１

年
０
・
８
㌔　
和
山
蒼そ
う
じ
ろ
う

次
郎（
田
山
）▽

２
年
０
・
８
㌔　
小
山
田
博ひ
ろ
と
し
俊（
安
代
）

▽
３
年
１
・
６
㌔　
成
田
元
気（
田
山
）

▽
４
年
１
・
６
㌔　
佐
藤
寛
也（
田
山
）

▽
５
年
３
㌔　
安
保
和（
田
山
）▽
６
年

３
㌔　
佐
藤
純
也（
田
山
）

▼
中
学
生（
フ
リ
ー
）▽
１
部
６
㌔　
髙

橋
朋
也（
松
尾
）▽
２
部
３
㌔　

工
藤

和か
ず
と都（

安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
低
学
年（
１~

４
年
）　
和

井
内
海
聖（
田
山
）

▼
高
学
年（
５
・６
年
）　
八
幡
瑞
希（
田

山
）

【
女
子
】◇
大
回
転
▼
小
学
生
▽
１
年　

❶
畠
山
粋す
い（
安
代
）▽
２
年　
藤
田
結ゆ
な愛

（
松
野
）▽
３
年　
梶
本
喜き
ほ歩（

松
野
）▽

４
年　
小
林
愛ま
な
か佳（

安
代
）▽
６
年　
八

幡
紀
穂（
田
山
）

▼
中
学
生
▽
２
部　
村
上
彩い
お
な

央
菜（
安
代
）

◇
距
離
▼
小
学
生（
ク
ラ
シ
カ
ル
）▽
１

年
０
・
８
㌔　
岩
渕
六
花（
柏
台
）▽
２

年
０
・
８
㌔　
小
山
田
凛り
こ心（

安
代
）▽

３
年
１
・
６
㌔　
阿
部
藍
凛（
田
山
）
▽

４
年
１
・
６
㌔　
佐
藤
り
お（
安
代
）▽
５

年
３
㌔　
小
山
田
凛
音（
安
代
）▽
６
年

３
㌔　
川
又
倫（
田
山
）

▼
中
学
生（
フ
リ
ー
）▽
１
部
３
㌔　
小

山
田
凛
花（
安
代
）▽
２
部
３
㌔　
吉
田

悠
愛（
安
代
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▼
低
学
年（
１~

４
年
）　
関

新に
い
な菜（
田
山
）

▼
高
学
年（
５
・６
年
）　
工
藤
柚
佳（
大

更
）

【
混
合
】◇
距
離
▼
小
学
校
ク
ラ
シ
カ
ル

▽
リ
レ
ー（
０
・
８
㌔
×
４
人
）　
田
山

Ａ（
佐
藤
智
也
、
畠
山
嘉
莉
来
、
佐
藤
純

也
、
川
又
倫
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
中
止
に
な
っ
た
大
会

◎
第
30
回
東
日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手

権
大
会（
１
月
30
・
31
日
、
田
山
バ
イ
ア

ス
ロ
ン
競
技
場
）

◎
第
57
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
１

月
２3
・
２4
日
、
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
）

◎
第
７6
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技
会（
２
月
１8
～
21
日
、
秋
田

県
・
花
輪
ス
キ
ー
場
）

スキー大会結果
（敬称略、●内の数字は順位）

【写真】（公財）全日本スキー連盟Ｂ級公認ガリウム
カップ第３2回田山クロスカントリー大会

【写真】第70回県高等学校スキー大会
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VOL

平 高
L I F E
平高生活を送る生徒を紹介 !

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

ポパイの家で作り方を説明

◆最優秀賞を受賞した手作りマイバッグ
　令和２年度の東北ブロック高校家庭クラブ連盟
研究発表大会は12月16日、新型コロナウイルス感染
対策のためオンラインで開かれ、学校家庭クラブ活
動の部で平高が最優秀賞を受賞し、４年連続で全国
大会（令和３年７月、徳島県）出場を決めました。
　「エコ活、はじめの一歩！～『ならでは』のマイバッ

グへ続く道～」を
テーマに、環境問題
に向き合う研究内容
を発表。バッグ開発
からプラスチックご
みの削減を目指すほ
か、ベルト部分に

紫
し こ ん ぞ め

根染や地熱蒸気染めを用いるなど、市の特色を生
かす内容も評価されました。バッグ自体の使い勝手
にも妥協せず、モニターテストとして試作品を市内
スーパーの利用客に使ってもらい、サイズを大きくし
たり、防水加工を施したりと機能を充実。たくさん
の思いを詰め込み完成させました。
◆マイバッグの普及に向けて
　「ならでは」のマイバッグは現在、（特非）ポパイの家
とまゆみの会の皆さんの協力により商品化に向けた

家庭クラブが４年連続全国大会出場

製作活動を進めています。
今後、エコバッグ普及推進
のため販売する予定です
ので、ぜひ、バッグに込め
られた高校生の思いを感
じ、普及の一端を担ってい
ただければと思います。色鮮やかに仕上げました

平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

★
平
高
に
入
学
し
た
理
由

　
家
政
科
学
科
で
、
調
理
に
つ
い

て
詳
し
く
学
び
技
術
を
向
上
さ
せ

た
か
っ
た
こ
と
、
保
育
実
習
で
幼

い
子
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
が
あ

る
こ
と
か
ら
平
高
を
選
び
ま
し
た
。

★
入
学
し
た
こ
ろ
の
目
標
は

　
中
学
校
時
代
は
人
見
知
り
で
人

に
話
し
か
け
る
こ
と
が
苦
手
だ
っ

た
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
自
分

か
ら
話
し
か
け
、
友
だ
ち
を
つ
く

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

★
家
政
科
学
科
の
魅
力
は
？

　
調
理
や
被
服
の
技
術
が
向
上
す

る
だ
け
で
な
く
、
人
前
で
発
表
す

る
機
会
が
多
い
た
め
、
た
く
さ
ん

の
人
の
前
で
話
す
力
が
身
に
付
き

ま
す
。
先
生
方
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
何
で
も
相
談
で
き
ま
す
し
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
も
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

★
将
来
の
夢

　
市
内
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
の

接
客
業
に
就
き
た
い
で
す
。
平
高

に
入
り
、
積
極
的
に
人
と
話
を
す

る
中
で
、
人
に
接
す
る
楽
し
さ
や

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
夢
を

叶
え
る
た
め
、
国
語
や
資
格
取
得

の
勉
強
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

自
分
に
自
信
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら

多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
で
す
。

調理実習でパプリカとりんごのマリネ作りに取り
組む笑顔の竹田さん（左）

ソフトテニス部

竹田 渚
なぎさ

さん
（２年：安代中出身）

１2

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（1月届け出分）

■人口の動き【1月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 15,104（－15） 6,323（＋２）
松 尾 5,545（－13） 2,436（±０）
安 代 ４，101（－10） 1,800（－２）
合 計 24,750（－38） 10,559（±０）
男 性 11,936（－20）
女 性 12,814（－18）

出生 8 死亡 48
転入 34 転出 32

項 目 1月
人身事故 0（２）
物損事故 38（44）
負 傷 者 0（４）
死 者 0（０）
飲酒運転 ０（０）
火 災 ２（０）
救 急 126（137）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

松尾鉱山資料館松尾鉱山資料館だよりだより
M A T S U O  M I N E  M U S E U M

松尾鉱山資料館　TEL 78-2598

� 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

図書館図書館だよりだより
L I B R A R Y

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

松尾鉱山の冬とスキー

◆雪の祭典「全山スキー大会」
　松尾鉱山では戦前から全

ぜんざん

山スキー大会が開かれ、
１万人を超える観戦者が、幼児から国体選手クラス
まで参加する雪上の熱戦を楽しんでいました。
◆松尾鉱山スキー部の誕生
　標高約900㍍にある松尾鉱山は半年近く雪に覆われ
るため、職員の運動不足を心配した会社が、大正10年
ころに一本杖のスキー２台を購入しました。その時の
用度課に、かつて陸軍少尉として新潟県の高田連隊で
勤務した光

つ や

沢馨
きょうこう

香がいて、日本に初めてスキーを伝え
たレルヒ少佐直伝の技術を職員に指導しました。
　雪に慣れていた職員たちは、めきめきと上達し、昭
和4年に「松尾鉱山スキー部」が誕生。各種大会で
次々と入賞して“スキーの松尾”の名をとどろかせ、
戦前の黄金期を築きました。

◆松尾から冬季五輪の舞台へ “ 飛躍 ”
　昭和29年、鶉

うずらやま

山に照明を備えた40㍍級ジャンプ台
を設け、もみ山スキー場と共に夜間も練習できる環
境が整い、27年の冬季五輪オスロ大会に複合で出場
した藤沢良

りょういち

一（明大卒）らが技を磨きました。
　その鶉山シャンツェで衆目を集める少年がいまし
た。後に“カミソリジャンプ ”で名をはせた吉田力雄
選手です。34年に吉田選手が所属する松尾鉱山高校
スキー部は、わずか6人で全国高校スキー大会の総
合優勝を遂げ、松尾鉱山スキー部と共に第２期黄金
期を担いました。
　吉田選手は明大に進
み、35年の冬季五輪ス
コーバレー大会に複合
の選手として出場。世
界の強豪を相手に健闘
しました。

松尾鉱山出身アスリートの功績やユ
ニホームなどを展示しています

◆令和２年度読書マラソンの結果
　昨年の7月1日から12月27日にかけて行った「読
書マラソン」の結果が出ました。今年度の参加者数は
71人で、貸出総数は8,751冊。昨年の6,695冊を大き
く上回りました。
　貸出冊数の上限を10冊に引き上げたことが、より
多くの本に触れる機会となったようです。

部門（参加者数） 優勝者・貸出冊数

幼児読み聞かせの部（22）藤村結
ゆ い な

南ちゃん（下町二区）・355冊

児童１・２年の部（17） 藤村紗
さ な

南さん（下町二区）・808冊

児童３・４年の部（12） 中塚紗
さ よ い

良さん（両沼）・403冊

児童５・６年の部（5） 工藤柚
ゆ ず か

佳さん（両沼）・178冊

大人の部（15） 中塚紗
さ え

江さん（両沼）・402冊

※読書マラソン結果の詳細は、図書館に掲示しています。

著／今泉マユ子、出版／理論社
　地震や水害、大雪、噴火など、さ
まざまな災害を生き延びるために、
必要な日用品や防災グッズの備え
方や使い方を紹介しています。

◆新着ピックアップ
　小学生にも分かりやすい、感染症対策や防災につ
いて学べる本を紹介します。いざというときのため
に知っておきたい情報がたくさん詰まっています。

　幅広い分野を扱う「衛生学」の中
でも、感染症予防の考え方や食べ
物の安全など、身近な話題を扱っ
ています。

『こども衛生学』　監修／宮崎美砂子、出版／新星出
版社

『こどものための防災教室　防災グッズがわかる本』
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松尾クラブ

◎結成何年目？きっかけは？
　結成45年目です。当時、松尾地区でのチーム立
ち上げを岩手郡家庭婦人バレーボール連盟から打
診され、体力づくりと交流の輪を広げる目的で発
足しました。
◎活動の内容は？

メンバー13人（２月４日現在）
会長：古川 裕子＝松尾＝

　9人制の地区大会や県大会に出場しています。週
２回の練習時にはボール投げ、レシーブパス、サー
ブレシーブなどの基礎練習と、セットプレーや試合
形式の応用練習をして
います。
◎チームの魅力は？
　20代から70代までの
幅広い年代が在籍して
おり、年代問わず和気
あいあいと楽しく活動

しています。失敗を怒られたり笑われたり、試合
で勝って思わず涙をこぼしたりと、みんなで一喜
一憂し合えるにぎやかなチームです。
◎今後の目標は？
　攻撃パターンに変化をつけるため、全員がマ
イポジションを２カ所持つことが目標です。今
シーズンはコロナの影響で、一切試合がないま
まシーズンオフとなってしまいましたが、オフ
の練習時間を大切にし、大会での１勝につなげ
たいです。
◎活動日時・場所は？
　火曜日と金曜日の午後７時から９時まで松尾コ
ミュニティセンターで活動しています。年齢、経
験を問わず、一緒に活動する人を募集中です。練
習は無理のない範囲での参加が可能で、けがに備
えて保険代などの自己負担はありますが、少しで
も興味のある人は、ぜひ遊びに来てください。一
緒に楽しみましょう。
■問い合わせ先　事務局　工藤千代美（☎74-3139）レシーバーにサーブを打ち込む
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

早いうちに身に付けよう 
子どものためのお金講座
　東北財務局盛岡財務事務所で
は、お金との付き合い方を適切に
判断する力を子どもの頃から身に
付ける「金融経済教育講座」を学校
や学童保育クラブなどで行ってい
ます。費用は無料です。
■問い合わせ先　同事務所（☎
019-625-3353）

認知症で悩んでいる事 
じっくり相談できます

　県高齢者総合支援センターで
は「いわて認知症電話相談」を開設
し、認知症の人やその家族を対象
に、認知症介護経験のあるスタッ
フが相談に応じます。相談は無料
です。
■日時　平日（祝日・年末年始を
除く）午前９時から午後５時まで
■相談の電話番号　0120-300-
340

介護職員実務者研修 
通信学習で資格取得

　（福）みちのく協会では、介護職
員実務者研修（通信課程）の受講者
を募集しています。受講後は、介
護職員実務者研修修了の資格が得
られます。
■開催期間　4月22日㈭から10
月29日㈮まで
■学習内容　自宅学習、実習
■受講料　保有資格により３万円
から15万円
■定員　40人
■申込期限　３月31日㈬
■申し込み・問い合わせ先　富士
見荘・大金、山本（☎78-2455）

日本の未来を築く 
国家公務員を募集

　人事院では、国家公務員採用試
験を行います。
■職種　❶総合職（院卒者・大卒
程度）❷一般職（大卒程度）
■第１次試験日　❶４月25日㈰
❷６月13日㈰
■申込期間　❶３月26日㈮午前
９時から４月５日㈪まで❷４月２
日㈮午前９時から14日㈬まで
■申し込み方法　「国家公務員試
験採用情報NAVI」からインター
ネット申し込み
■問い合わせ先　同院東北事務局
第二課試験係（☎022-221-2022）

不動産登記や土地の筆界 
悩んでいるなら相談会へ
　県土地家屋調査士会では、土地
の分筆・合筆や境界確定、建物の
登記などの不動産表示登記に関す
る無料相談会を毎月第３水曜日に
開いています。予約は不要です。
■日時　３月17日㈬午前10時か
ら午後４時まで
■場所　川徳８階くらしの相談室
■問い合わせ先　同調査士会（☎
019-622-1276）

多重債務でお困りの人 
専門相談員が応じます

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、返済できない借金で悩んでい
る人やその家族からの相談に応じ
ます。相談は無料です。
■日時　平日（祝日、年末年始を
除く）午前８時半から午後４時半
まで
■相談の電話番号　019-622-1637

年金の手続き忘れずに 
退職時は免除制度あり

　２０歳以上６０歳未満の人は、国民
年金への加入が法律で義務付けら
れています。勤務先を退職（失業）
したときは、厚生年金保険から国
民年金に変更する届け出が必要で
す。市民課国保年金係または西
根・安代総合支所、田山支所か近
くの年金事務所で速やかに手続き
してください。
　保険料の納付期限は翌月末で
す。納めることが困難な場合は免
除制度があります。退職（失業）し
たときは、失業特例が適用されま
すので相談してください。
■問い合わせ先　▶ねんきん加
入者ダイヤル（☎０５７０－００３－００４）▶
盛岡年金事務所国民年金課（☎０１９
－６２３－６２１１）

住宅用火災警報器 
点検してますか？

　３月１日から７日㈰まで「その
火事を防ぐあなたに金メダル」を
統一標語に、春の全国火災予防運
動をしています。火災の発生しや
すい季節ですので、火の取り扱い
や後始末に十分に注意して火災
予防に努めましょう。
　住宅用火災警報器の電池寿命
は10年です。自宅に設置している
警報器の定期点検をしましょう。
■問い合わせ先　八幡平消防署
（☎ 76-2119）、松尾出張所（☎74-
2119）、 安代出張所（☎72-2119）

車検など手続きは早めに 
３月はとても混雑します
　毎年、自動車の検査や登録手続
きが３月下旬に集中し、窓口や車
検場が大変混雑します。
　車検、名義変更や住所変更、廃
車などの手続きは、できるだけ早
めに済ませましょう。
■受付時間　平日（祝日・年末年
始を除く）午前８時45分から正午、
午後１時から４時まで
■自動車登録、検査テレホンサー
ビス　050-5540-2010
■軽自動車の問い合わせ先　軽自
動車検査協会岩手事務所（☎050-
3816-1833）

家畜を所有している人は 
定期の報告を忘れずに！
　家畜を所有している人は、家畜
伝染病予防法に基づき、毎年飼養
状況を報告する義務があります。
■家畜の種類と報告期限　▶牛、
鹿、めん羊、山羊、豚、いのしし、
馬＝4月15日㈭▶鶏、あひる、う
ずら、きじ、だちょう、ほろほろ
鳥、七面鳥＝６月15日㈫
■報告様式　家畜保健衛生所から
配布された様式または家畜保健衛
生所の窓口に設置されている様式
■報告内容　❶2月1日時点の
飼養状況❷畜舎の平面図などの
添付書類（前年と変更がなければ
省略可）
■提出先（方法）　▶家畜保健衛生
所（郵送、持参またはファクス）▶
市農林課畜産係または農協の畜産
担当窓口（持参）▶家畜保健衛生所
から往復はがきを送付された家き
ん飼養者は返信（郵送）
■問い合わせ先　県中央家畜保健
衛生所（☎019-688-4111、ファク
ス019-688-4012）

確定申告は期限内に 
納税には振替が便利

　令和２年分の申告所得税、復興
特別所得税、贈与税、消費税、地
方消費税の確定申告期限と納期限
は、4月15日㈭です。
■振替納税を利用しましょう
　納税には便利で確実な振替納税
を利用してください。一度手続き
をすると、継続して利用できま
す。簡単な手続きで利用できます
ので、相談してください。すでに
振替納税を利用している人は、預
貯金残高を確認してください。
■令和２年確定申告分の振替日
▶申告所得税、復興特別所得税＝
５月31日㈪▶消費税、地方消費税
＝５月24日㈪
■問い合わせ先　確定申告電話
相談センター（☎019－622－6141）
※音声案内で「０」を選択

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

食品表示の適正化に一役 
モニター募集しています
　県では、食品表示ウオッチャー
を募集しています。
■応募資格　県内在住の満18歳
以上（４月1日現在）の人
■募集人数　30人
■活動内容　食品表示状況の報告
や不適正な表示の情報提供など
■活動期間　５月頃から４年３月
31日㈭まで
■謝金　年1,500円以内
■応募方法　応募用紙を郵送、
ファクス、Eメール(応募用紙は県
ウェブサイトからダウンロード）
■応募期限　３月31日㈬必着
■問い合わせ先　県環境生活部県
民くらしの安全課（☎019-629-5270）
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２03）

（一社）市体育協会がスノーシューで
雪上を歩くスノーウォーキングを開
催（１月27日、松尾総合運動公園）

氷瀑までの道中は動物の足跡や樹木の説明を受けられます

八遭隊と県防災航空隊員らが行方
不明者の救助や搬送を想定して訓
練（１月30日、三ツ石山周辺）

表情豊か厳冬期の風物詩
七滝氷瀑ツアーで自然を満喫

　七滝氷瀑ツアーは２月７日、フォレストアイを発着
点に開かれ、スノーシューを履いた25人の参加者が雪
を踏む音と感触を楽しみながら、氷瀑を目指しました。
　落差約３０㍍の七滝は、岩手山から流れる焼

や っ き り ざ わ

切沢最大
の滝。気温の上下で崩落と氷結を繰り返し、シーズン
中に何度も姿を変える氷瀑はこの日、崩落部から滝の
しぶきが噴き出す迫力の様相で参加者を迎えました。
　花巻市から参加の佐々木崇さんは「県内の氷瀑の中
でも七滝は格別。見応えがある」と絶景を堪能しました。

賞状を手にする日戸さん（左）と工藤さん

長年の功績と努力の結晶
統計功労者大臣表彰伝達式を実施

　統計功労者大臣表彰伝達式は２月８日、市役所で
行われ、日戸稔さんが農林水産大臣表彰、工藤初さ
んが経済産業大臣表彰（いずれも令和２年度）を受賞
し、市長から賞状が手渡されました。
　２人は調査員として長年にわたり従事し、正確に
業務を遂行したことなどが評価され受賞。田村正
彦市長は「受賞は大変名誉なこと。行政としても非
常に重要な調査に、長年最前線で取り組んでいただ
き、とてもありがたい」と感謝を表しました。
　日戸さんは「正確な調査を第一に心掛け、訪問する
際には常に相手と同じ視線であることに努めた。大
変なことも多かったが、住民の協力を得ながら続け
てきた頑張りがこのような形で実を結び、素直にう
れしい」と賞状を見つめながら微笑みました。
　その他、統計に関する受賞者は次のとおりです（敬
称略）。▶県知事特別表彰　佐藤千一、村上和子▶県
知事表彰　小野寺昭一、髙橋慶子、田村市郎、畠山
誠一▶県知事感謝状　遠藤一三、外柳五月、髙橋末
治、立花勝義、松村成

しげゆき

之、三浦美恵子、村上節子、八
幡勉、米川紀子▶県統計協会長感謝状　伊藤悦雄、
遠藤友

と も こ

子、小山田洋子、北口輝男、駒田一彦、齋藤
文
ふ み こ

子、杉本實、髙橋惠子、田村忠彦、三浦喜八郎、
三浦隆、三浦義春、宮野佐智子、山本幸子

雪上に海の生物が映し出される安
比ホワイトスノーアクアリウム（２
月13・14日、安比高原スキー場）

相手めがけて雪玉を投げる田頭野球スポーツ少年団（奥）

五日市振興協議会が新型コロナウ
イルスの収束を願って「希望」の雪
あかり（２月13日、五日市コミセン）

地熱活用への取り組みを企業や平
舘高生が発表や展示で報告（2月
11日、沸騰地熱塾活動報告会）

冬は雪の白球で勝負だ
サラダファーム内の特設会場で雪合戦

　第９回八幡平エンジョイ雪合戦（実行委主催）は２
月13日、サラダファームで開かれ、参加した23チーム
が優勝を目指し、熱戦を繰り広げました。
　勝つためにはポジション取りや役割分担など、戦
略とチームワークが重要。試合が始まると、選手へ
の指示や掛け声が会場を飛び交いました。
　初出場の花﨑天

て ん

夢君（田頭小６年）は「思っていた
より勝つのが難しい。作戦が成功して相手の旗を取
れた時はうれしかった」と笑みを広げました。

ゴール目前で雪を蹴る脚に勢いを増す犬たち

人と犬が混然一体で疾走
広大な雪原を舞台に犬ぞりレースで白熱

　犬ぞりレースのマッシャーズチャンピオンシップ
岩手山大会（実行委主催）は１月２3、２4の両日、松尾
寄木の特設会場で開かれ、好天にそびえる岩手山を
背に、「犬脚」を競い合いました。
　犬の数や距離別に設けられた10種目のレースに、
県内外から延べ35組、約100匹が参加。犬たちはマッ
シャー（操縦者）の掛け声を受けながら、白銀のコー
スを蹴り進みました。犬ぞりの大会は県内では唯一、
同会場で毎年１月下旬に開かれています。

鬼のパワーで悪鬼退散
松野学童保育クラブで節分を楽しむ会

　節分を楽しむ会（七時雨いきいきネットワーク主
催）は１月29日、松野学童保育クラブで開かれ、児童
25人が季節行事に親しみました。
　今年は新型コロナウイルスの影響で豆まきを中
止。代わりに節分や鬼に関するクイズなどが行われ
ました。「自分の中の悪い鬼」の発表では「いじわる鬼
と悪口鬼」や「食べ物の好き嫌い鬼」、「ゲームやり過
ぎ鬼」などが出され、現れた鬼たちに持ち帰ってもら
うようにお願いしました。 自分の中の悪い鬼を発表する児童と持ち帰りを判断する鬼

23 22No.309 ◎2021．３.４
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平成14年生まれ。盛岡南高３年。両親と姉
妹3人、祖父母、父の姉家族の3世帯で暮
らす。大更小、西根中卒。中学では駅伝に
も取り組み、盛岡市内一周継走準優勝に貢
献。好きな選手は、同じ左利きのアルゼン
チン出身選手マヌ・ジノビリ。183㌢、68㌔。

　

10
月
25
日
に
行
わ
れ
た
ウ
イ
ン

タ
ー
カ
ッ
プ
県
予
選
決
勝
、
79
対
74

で
盛
岡
南
が
一
関
工
業
を
破
り
、
優

勝
を
決
め
た
。
第
3
ク
オ
ー
タ
ー
に

逆
転
と
な
る
連
続
の
10
得
点
を
挙

げ
、
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が

川
村
愛
斗
さ
ん
だ
っ
た
。

　

４
大
会
ぶ
り
13
度
目
の
出
場
と

な
っ
た
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
。盛
岡
南

は
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月
24
日
、静
岡
県
代
表
の
飛
龍
に

63
対
84
で
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れ
、
初
戦
で
姿
を
消
し

た
。
第
１
ク
オ
ー
タ
ー
で
リ
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ド
し
、

前
半
は
互
角
の
戦
い
に
持
ち
込
ん
だ

も
の
の
、後
半
は
相
手
の
ペ
ー
ス
に
持

ち
込
ま
れ
、点
差
を
広
げ
ら
れ
た
。「
疲

れ
が
出
る
後
半
、シ
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め
き

れ
な
か
っ
た
」と
悔
し
さ
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に
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ま

せ
、
高
校
バ
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げ
た
。
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た
の
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学
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の
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き
。父
の
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で
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習
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た
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ポ
少
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中
学
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素
晴

ら
し
い
指
導
者
と
出
会
え
て
、高
い
レ

ベ
ル
の
バ
ス
ケ
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
仲
間
に
も
恵
ま
れ
、常
に

向
上
心
を
持
て
た
」と
感
謝
す
る
。

　
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
、
進
ん
だ

盛
岡
南
で
は
、
素
早
い
ボ
ー
ル
運
び

か
ら
の
得
点
や
リ
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、

ス
モ
ー
ル
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
べ
く
、
的
確
な
状
況
判

断
に
磨
き
を
か
け
て
き
た
。
目
標
の

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
初
戦
突
破
は
な

ら
な
か
っ
た
が
、
最
後
ま
で
全
力
で

プ
レ
ー
し
、
チ
ー
ム
モ
ッ
ト
ー「
成
長

を
続
け
よ
う
」を
全
国
の
舞
台
で
も

貫
き
通
し
た
。

　
バ
ス
ケ
を
す
る
た
め
大
学
へ
進
む
。

目
標
は「
全
日
本
大
学
選
手
権（
イ
ン

カ
レ
）出
場
」と
全
国
大
会
へ
の
再
挑

戦
を
誓
う
。「
自
分
の
強
み
は
バ
ス
ケ

が
好
き
な
こ
と
」。
始
め
た
こ
ろ
か
ら

変
わ
ら
な
い
情
熱
を
燃
や
し
、新
た
な

ス
テ
ー
ジ
へ
旅
立
つ
。

３連覇中の難敵一関工業を退け
たウインターカップ県予選決勝。
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